
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

校長代理  中澤 務 

南高祭「舞台の部・展示の部」が、９月８日（金）から９月 10日（日）に行われま

した。今年のテーマは「祭高傑作～７０色の虹～」。９日（土）、10日（日）は４

年ぶりの一般公開でした。南高祭実行委員の皆さん、生徒会本部の皆さん、

生徒の皆さん、６月の「体育祭の部」から南高祭のために力を尽くしてくれた

こと、本当にありがとうございました。また、保護者の皆様には本校の教育

活動にご理解をいただき、お子様が行事の準備活動に取り組む姿勢を支え

てくださいましたこと、感謝申し上げます。会場にいらした皆様、暑い中、また 

お忙しいところありがとうございました。 

閉祭式でも全校の皆さんにお話ししましたが、感じたことを改めてお伝えします。 

「舞台の部」…私は度肝を抜かれました。「なんてパワーだ！」 迫力いっぱいのサウンド、きれ きれのダン

スパフォーマンスの数々、クイズやゲーム、工夫あるクラスCM、それを時間で容赦なく切る進 行、大人数パ

フォーマンス、風の章の演劇…。楽しくて、迫力いっぱい、青春いっぱいでした。中高の生徒が協力するところもよか

った。憧憬の章での、「九州男児新鮮組」のダンスすごかったですね。でも、プロのパフォーマーと一緒に生徒がステ

ージに立つ勇気も素晴らしいと思いました。MCの掛け合いも軽快で、時間を忘れるほどでした。そして何より、会

場の生徒の皆さんがそれぞれのパフォーマンスを心から楽しみ、精一杯盛り上げていたのが印象的でした。 

「展示の部」…連日3000人を超えるお客様を迎え、生徒の皆さんがおもてなしをしてくれました。クラスや部活

動、有志団体による、展示、アトラクションやパフォーマンス、フードメニューの数々…。中高が一体となった空間は 1

日では回り切れないほど盛りだくさんでした。（生徒の皆さんも、会場すべてを回って楽しみ尽くした！と言える人

は実際あんまりいないんじゃないでしょうか…。）また、学校説明ブースにもたくさんの人が来てくれました。改めて

南高・南高附属中学校に対する関心の高さを実感しました。 

大勢のお客さんを相手するのは大変なことだったと思いますが、入場を待つ長い行列ができるのを見たとき、こ

れまで時間をかけて工夫して、うまくいかないことも乗り越えながら、精いっぱい準備した生徒の皆さんの喜びもひ

としおだったのではないかと思いました。お一人おひとりに、ていねいに接しててくれたこと、きっと来場した皆さん

の心に残る素敵な思い出になったと思います。私自身もそれぞれの会場・教室でていねいに接してもらったひとりで

す。とても嬉しかったです。そして、撤収・片付けも含め、南高祭を通して生徒の皆さんが友情と協力によって生み出

したエネルギーは、私たち教職員にとっても誇りです。 

２年生はイングリッシュキャンプ、３年生は関西研修旅行に出かけます。行事を通して強くなった友情や、協力の姿

勢を一層生かして、学年の行事や授業、普段の学校生活にも臨んでください。 
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「祭高傑作」 南高祭を終えて 

１年学年だより 



 

 

 

 9 月 8 日（金）舞台の部、9 日（土）・10 日（日）展示の部を開催し、たくさんのお客さんをお迎えすること

ができました。ご来場ありがとうございました。12期生にとっては何もかも初めての南高祭でしたが、EGG

ゼミで作成した新聞展示をメインに、各クラスがお客さんに楽しんでいただけるような教室装飾や呼び込み

を頑張りました。大成功だった南高祭を、陰になり日なたになり導いてくれた実行委員さんたちの声をお届

けします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 組 『Save the earth ～技術（テクノロジー）で未来を変える～』 

 コロナ禍で南高祭を訪問したことのない状態で始 

まった準備。過去の写真を見ながらどのような展示 

にするかを考え、それを形にしていきました。どんな 

ストーリーで装飾をするかのアイデアをクラスに募集 

した時、私たち委員では浮かばなかったアイデアが 

次々と出てきて、みんなの積極性を感じ、一組の団 

結力を実感しました。おかげで無事大成功！『一笑 

験明』頑張れたと思います。ありがとうございました。 

【展示の部委員：ああああ、ああああ、ああああ】 

２組 『認め合い支えあうと世界が平和に？』 

南高祭お疲れさまでした！初めての南高祭、さら 

に一般のお客さんを入れての開催で、右も左もわか 

らない状態でしたが、南高祭を成功に修めることが 

できたのは、2組のみなさんの協力があってこそだ 

と思います。本当にありがとうございました。準備 

期間も当日も積極的にお互いに声をかけあう姿が 

印象に残っています。今年の経験を生かし、来年も 

最高の南高祭を創り上げていきましょう！ 

【展示の部委員：ああああ、ああああ、ああああ】 

南高祭舞台の部実行委員 1年代表：ああああ  

 南高祭舞台の部実行委員会では、舞台の部を陰で支える仕事を行ってきました。例えば、憧憬の

章に登場いただいた九州男児新鮮組さんの控室の設営や、クラス CM の準備、一年生は行ってい

ませんがアリーナの装飾や花の章の準備、当日の進行、演者誘導等です。夏休み明けから南高祭当

日まで日も浅く、締切りに追われる忙しい毎日でしたが、当日みんなが楽しそうで、今まで頑張って

きてよかったと思えました！ありがとうございました。 

大盛り上がりの南高祭！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３組 『守れ動物の森』 

 展示の部の準備では、話し合いで積極的に意見 

を出してくれる人が多く、より良いアイデアを出す 

ことができました。また、グループに分かれて装飾 

をした時に、グループの枠を超えて手が空いてい 

る人が、他のグループの装飾を手伝っていて、クラ 

スで助け合うことができていると感じました。当日 

はシフトではない時間帯でも呼び込みを行ってく 

れた人もいました。クラス全体が展示の部に全力 

で取り組めたと思います。 

【展示の部委員：あああ、ああああ、ああああ】 

４組 『全人類に捧ぐ二本指』 

私たち実行委員は、みんなに声をかけ、まとめて 

いきました。クラス全体で協力し、よりよいものを 

作ろうという意識をもつことができてよかったと 

思います。クラス全員で展示を作り上げることがで 

きて大きな達成感がありました。たくさんのお客さ 

んが来てくれたことが嬉しかったです。今回実行委 

員になって学んだことを、来年の展示に活かしてい 

きます。 

【展示の部委員：ああああ、ああああ、ああああ】 

1 年 EGG学習あれこれ 

 

○夏休みに、12 種類の選択 EGG 講座を実施しまし

た。学校としても 4年ぶりの実施でしたが、いずれの

講座も 12 期生の意欲的な姿勢がたいへん好ましか

ったです。今後の12期生の視野が広がるきっかけの

ひとつとなることを願っています。 

 

○EGG ゼミが南高祭を境に後期学習へと移行します。

後期は、グループ単位でグループテーマに基づいた

実践活動を重ねていきます。16 日付でお渡ししたプ

リントをご覧いただき、ご家庭でもどうぞ話題になさ

ってください。活動へのご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 

 

今月のよし ポイント！ 

 １２期生にとって初めての南高祭。外

部の方も呼んでの行事でした。たくさ

んの方々の目線に立ち、「おもてなし」

をするみんなの姿に、南高・附属中生

になってきたなぁ…と感じました。そん

な南高祭という一つの節目が終わって

しまいましたが、中学生になって早く

も半年が経とうとしています。もう６分

の１が終了です。そう考えると、早いで

すよね。関わり合う輪を広げ、深めて、

２学期も「みんなで」楽しく生活してい

きましょう。 

 

 

 

 

 


